
事務事業名

文化芸術活動の推進
ふれあいイベントの推進

国民文化祭開催事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4341・5221

生涯学習課担当課名

事業コード

千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する (事業完了)

文化芸術活動の推進
ふれあいイベントの推進

総合計画の
主要施策名

4341・5221

部局評価のとおり

判定説明
及び考察

ＰＲ演奏会の開催、ホームページや町広報等の媒体を活用したＰＲ活動により国民文化
祭の周知が図られ、予想を超える来場者数を記録した。町民の文化振興・観光振興・
経済振興等の効果促進に寄与した。なお、本事業は平成26年度で完了した。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事業の対象

事業の
方向性

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

事業コード

各種の文化活動を全国的規模で発表し、競演し、交流する場を提供することによ
り、国民の文化活動への参加の機運を高め、新しい芸術文化の創造を促す。

・ＰＲ演奏会　計５回開催（事業後援含む）
・街かどコンサート来場者
観光休憩所・清水の館240人、名水市場・湧太郎580人、道の駅雁の里せんなん
380人
・ＪＡＺＺコンサート来場者　　1,418人

町民、県民、出演団体

金　　　額

「第２９回国民文化祭・あきた2014」美郷町主催事業の開催

事業の目的

事業の内容

9,534

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

1,798

Ａ

国民文化祭の開催により文化振興、交流の推進が図られた。

0

年度・区分

事業の効果等

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事務事業名

公共施設の再編整備

民俗資料館施設整備事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

担当課名

判定説明
及び考察

ハード整備はおおむね計画どおり進んでいる。また、施設オープン後は指定管理者の
管理となるが、より効率的な管理となるよう協議を進め、併せて施設の周知・有効活用に
努めていく。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の目的

事業の内容

生涯学習課

事業コード 4312

事業の対象 旧千畑南小学校校舎

旧千畑南小学校の校舎を歴史民俗資料館として改修し、わら細工など本町ならで
はの特色ある展示をすることにより広域的な交流人口の拡大を図る。

歴史民俗資料館の整備

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

12,440

Ｂ 部局評価のとおり

26,211

年度・区分

事業の効果等

平成27年度も継続して整備を行い、10月にオープン予定となっている。
実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

165,893金　　　額

民俗資料等を集約展示するための受け皿が整備された。

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業コード

判定説明
及び考察

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見
伝統技術を持っている人が少なくなってきてい
るので、映像等を残して継承に努めるべき。

わら細工講座や後三年合戦に関する研修・啓発を実施することにより、失われつつある
歴史文化を後世に伝えていくことができる。また、わら細工作りや研修等を通じて、地域
コミュニケーションの醸成につながっている。

事業の効果等

実績・成果等
（数値）

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

講座受講生12人（町外1人を含む）わら細工技術の伝承と普及することができた。
横手市・平泉との連携を図り、後三年合戦の啓発が図られた。

月1回、受講者12人がわら草履づくりを実施し、美郷フェスタで展示した。
歴史講演会「講師：八重樫忠郎氏」、後三年合戦活用協議会「平泉の源流ガイド
ブック増刷、ＦＭラジオドラマ「ゴサキヨ３」放送」

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 294 127 292

事業の目的

事業の内容

事業の対象

秋田県市町村未来づくり協働プログラム美郷町プロジェクト事業として、歴史文化
資源を活用し、交流人口の拡大などを図り地域の活性化に資する。

わら細工講座の開催
後三年合戦の啓発（歴史講演会、横手美郷後三年合戦活用協議会、補助金交
付）

横手美郷後三年合戦活用協議会、後三年合戦みさとプロジェクト実行委員会

総合計画の
主要施策名

伝統行事や伝統的技術の継承

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 歴史文化事業 担当課名 生涯学習課

4522

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

調査が行われ、検証されることで郷土史のこれまで解明されていなかった部分の研究
が少しずつ進展している。また、調査成果についての発表の場や出土した遺物に触れ
る機会を設けたことで、町の歴史への関心と理解が深まってきている。

事業の
方向性

・郷土史の解明されていない部分の研究が進展することが期待できる。
・発掘調査や遺物の整理を行って歴史教育に活用し、学習する機会を設けること
で町の歴史に対する関心と理解を深めることができる。

川端山館跡・鎧ヶ崎城跡の遺跡踏査、川端山Ⅲ遺跡の整理作業
後三年合戦公開講座（主催：横手市教育委員会　共催：美郷町教育委員会）210人

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

実績・成果等
（数値）

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

4512

事業の目的

事業の内容

事業の対象

郷土の歴史は、地域にとっての誇りと愛着をもたらす精神的拠り所となる。その拠り
所となる史跡や文化財に対する理解を深め、保護と活用を推進する。

町内遺跡の分布調査及び遺物の整理

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等

生涯学習課

平成27年度予算

金　　　額 3,131 5,209 3,156

事業コード

川端山館跡、鎧ケ崎城跡、川端山Ⅲ遺跡

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 後三年合戦関連遺跡発掘事業 担当課名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名

8,562

事業コード

全町民

総合計画の
主要施策名

公共施設の再編整備

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 屋内球技場施設整備事業

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等

生涯学習課

平成27年度予算

金　　　額 - 52,200

実績・成果等
（数値）

建物工事は平成26年度において完成した。平成２７年度からのオープンとなるた
め、今後の利用に期待したい。

事
業
の
評
価

内部評価

4312

事業の目的
旧千畑南小学校の体育館を屋内球技場として改修し、雨天時や冬期に活用するこ
とにより、町民の通年のスポーツ活動を支援する。

事業の内容 屋内スポーツ館の整備

事業の対象

判定説明
及び考察

平成26年度で屋内スポーツ館の工事が完成し、雨天時や冬期間の運動が可能となっ
た。また、特定非営利活動法人みさぽーとと指定管理の基本協定を結び、施設管理及
び事務の効率化が図られた。今後は、利用者の増大を図るため、PR・広報等に力を入
れる必要がある。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

天候の影響を受けずに屋外スポーツ活動をすることができ、冬期間の運動不足解
消等、町民の健康増進が期待できる。

美郷町教育委員会
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担当課名事務事業名

青少年育成団体への活動助成

青少年健全育成対策事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

7312事業コード

生涯学習課

千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する ■ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

青少年育成団体の活動の充実を図る。

青少年育成団体への活動助成
総合計画の
主要施策名

7312事業コード

部局評価のとおり

判定説明
及び考察

町民会議、PTA連合会とも、団体活動の維持が図られている。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の対象 青少年育成団体

金　　　額

青少年育成美郷町民会議への補助、美郷町ＰＴＡ連合会への補助

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

515

Ｂ

活動費を助成したことにより青少年育成団体の活動が維持され、本町の青少年の
健全育成に寄与した。

515

年度・区分

事業の効果等

青少年育成美郷町民会議補助金　　470千円
美郷町PTA連合会への補助金　　　　　45千円

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

515

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

5,556

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

6,317

Ａ

園児の体調不良や怪我などへの適切で迅速な治療や処置など、保護者への安心
感を高めている。また、感染症の予防や対応に専門職として大きく貢献している。

5,943

年度・区分

事業の効果等

平成25年度園児の手当て数　　554人
平成26年度園児の手当て数　　437人

園児

金　　　額

各認定こども園へ看護師を配置する。

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

担当課名

部局評価のとおり

事業コード

判定説明
及び考察

子育て環境が向上し、園児の健康が確保されるとともに、保護者の安心感を高めてい
る。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事業の対象

教育総務課

看護師の配置により、園児の健康管理や施設の衛生管理など、きめ細やかな保育
サービスを実施し、子育て環境の向上を図る。

事務事業名

児童福祉・幼児教育の充実

看護師配置事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

3315

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

すべての子育て中の家庭が心にゆとりをもって子育てができるように、サービスを必要と
している人の多様なニーズと利用しやすい体系を考慮しながらサービス提供をしている
ところであり評価できる。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等
希望する全ての児童を引き受けることができ、保護者に代わる緊急的な子育てを全
面的に支援している。

実績・成果等
（数値）

平成25年度延べ利用者数　　933人
平成26年度延べ利用者数　　1021人

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 5,768 5,192 5,349

児童福祉施設の充実

事業の目的
保護者の就労形態の多様化、疾病等による緊急保育等の一時的な保育需要に対
応し、乳幼児の福祉の増進を図る。

事業の内容 主に未入園の乳幼児を一時的に保育園で預かり保育する。

事業の対象 保育の実施の対象とならない、就学前児童

教育総務課

3321事業コード

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 一時保育事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

22年度からは対象を4年生以上までに拡大したことで、「めだか児童クラブ（千畑地
域）」、「わくわく児童クラブ（六郷地域）」、「仙南っ子児童クラブ（仙南地域）」ともに登録
児童数が増加しているところである。放課後に保護者のいない児童の居場所の確保な
ど健全育成事業の充実を推進し、また仕事と子育ての両立が図れるよう取り組みが行
われていると評価できる。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等
希望する全ての児童を引き受けることができ、保護者の就労と子育てを全面的に支
援している。

実績・成果等
（数値）

平成25年度登録数　　121人
平成26年度登録数　　124人

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費

年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 15,992 16,745
36,644
内繰13,311

子育て支援の充実

事業の目的
放課後、就労等の理由により保護者が不在となる家庭の小学校１年生から３年生
（特例として４年生以上の児童も）までの児童に対し、適切な遊びの場を与え、児童
の健全な育成を図る。平成27年度からは対象者を6年生まで拡大している。

事業の内容
保護者が帰宅するまでの間、児童の保護及び遊びを主とした健全育成活動を行う
とともにその環境を整える。

事業の対象 小学校低学年児童（平成27年度からは6年生まで）

教育総務課

3323事業コード

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 放課後児童健全育成事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

教育総務課

3322事業コード

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 子育て支援事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

子育て支援の充実

事業の目的
保護者の子育てに関する不安・悩みの解消や、子育て家庭にふれあいの場を提
供し交流を図るなど、特に未就園児をもつ家庭に対する育児支援を行う。

事業の内容

・ 子育て中の親子や祖父母に集いの場を提供し交流を図る
・ 母親サークルに集いの場を提供する
・ 子育てや育児に関する不安や悩みについて相談に応じる
・ 子育てに関する情報を提供する

事業の対象 未就園児をもつ家庭

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 6,909 6,068 6,996

事業の効果等
園に入っていない未就園児を多様な取り組み（園開放・育児相談・交流等）で育児
を支援している。また、各種イベント（誕生日会・遠足・クリスマス会等）を開催するこ
とによる園及び保護者相互の情報提供・発信が期待できる。

実績・成果等
（数値）

平成25年度　総参加乳幼児数　　2,016人
平成26年度　総参加乳幼児数　　1,445人

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

判定説明
及び考察

少子化の進展に伴い、地域内の幼児同士のふれあいや交流機会が減少する状況下に
おいて、定期的に遊びの場を提供したり、（「ひまわり広場・千畑地域」、「あそびにおい
で・六郷地域」、「ひだまり・仙南地域」）育児相談や園開放などを行い、子育て支援拠
点として情報発信を行う重要な役割を担っていると評価できる。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

バス2台購入（計画更新）と15台の運行管理を実施した。
実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

93,767金　　　額

児童生徒の遠距離通学に効果があったほか、学校の校外活動も円滑に行われ
た。

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

69,073

Ａ 部局評価のとおり

73,980

年度・区分

事業の効果等

事業の目的

事業の内容

担当課名

事業コード 4252

事業の対象
遠距離通学：各小・中学校の遠距離通学対象となる児童生徒
校外学習：　 全児童生徒

児童生徒の遠距離通学対策と校外活動事業の円滑な運営を図ること。

小・中学校の児童生徒を対象に登下校のバスを運行する。また。各小・中学校の校
外活動に対し、バスを運行する。
平成26年度は、バス計画更新のため2台購入した。

判定説明
及び考察

登下校について、安全安心な通学を維持している。
今後も、より良い運行計画の策定を進める。
校外活動の利用基準を明確にし、バスの有効利用を図る。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事務事業名

小・中学校の環境整備の推進

スクールバス運行事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

教育総務課

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名

-事業コード

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 就学援助事業 教育総務課

総合計画の
主要施策名

-

事業の目的
　経済的な理由で就学困難な児童生徒の保護者に対し、教育に必要な経費を援
助することで保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な実施に資する。

事業の内容
　生活に困窮していると認めた児童生徒に対し、学用品費や通学用品費、学校給
食費、医療費等の給付金を支給する。

事業の対象
　生活保護法(昭和25年法律第144号)第6条第2項に規定する要保護者とそれに準
ずる程度に困窮していると認めた者

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 13,429 11,962 13,908

事業の効果等

　広報、まちづくりガイド、ホームページ掲載はもとより、関係課（福祉保健課等）・各
学校と連携し、制度の周知を広く行ったことにより、就学に必要な経費を補助するこ
とができた。保護者等の経済的負担を軽減し、教育機会均等の保持を図ることがで
きた。

実績・成果等
（数値）

　H26年度就学援助児童生徒数　　小学生82名　　中学生63名　　計145名
 　　　　　　　　　　　　　（H25年度　　小学生84名　　中学生60名　　計144名）

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

判定説明
及び考察

　関係課・各学校と連携しながら制度の周知を行い、就学援助認定者の経済的負担を
軽減している。経済・雇用情勢の変化等に応じ、適宜適切に制度の見直しを図りつつ、
制度を周知していきたい。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

27,808

年度・区分

事業の効果等

　上級学校に在籍し、経済的理由で就学困難な者に対して資金を貸与する。
　・高校　月額15,000円　　　・短大、専門、大学　　月額40,000円

事業の目的

事業の内容

16,416

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

20,434

Ａ

募集については、町広報（3月号、4月号の2回）とホームページに掲載し周知した。
新規応募者は大学・短大・専門学校枠が4名で、選考の結果全てに貸与が決定し
た。償還については、低所得者を対象としている制度ではあるが、保証人への声か
けもしながら回収率の向上に努めている。

事業の
方向性

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

事業コード

　奨学資金は、教育機会均等を保証するため、経済的理由により大学、高校の修
学困難な者に対し、学資を貸与し、有用な人物の育成を目的とする。

歳出（貸付）：H26年度　奨学生貸与者数34名（内新規貸与者4名）
歳入（返済）：平成26年度未納額　1，524，000円　（収納率93.5％　滞納者15名（う
ち新規滞納者6名））今後は収納率95％を目指したい。

奨学生を志望する者で、次の条件を具備する者。
(1)身体強健、品行方正で学業優良な者　(2)美郷町住民の子弟　(3)学資金に困難
な者

金　　　額

返済が懸念されるかもしれないが、無利子貸
付金でもあるので、条件等を考慮して他の貸付
制度との併用を今後検討してほしい。

教育総務課

判定説明
及び考察

　貸与については、予算の範囲内で応募者すべてに対応できている。償還について
は、歳入確保に向けて、未納者への催告の回数を増やす等対策を行っているが、長引
く経済不況等により、新たな未納者が増加した。低所得者への制度であるが、回収率の
向上に努めたい。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事業の対象

担当課名事務事業名

個性と創造力をもつ子どもの育成

奨学資金事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4233

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

　教育上の特別な支援を要する児童生徒の学校生活上の介助、学習支援、安全
確保が行われ、児童生徒一人ひとりに合わせた教育が実践された。

24,548

年度・区分

事業の効果等

学校生活支援員の配置・・・17人（小学校13人、中学校4人）
実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

24,022金　　　額

　学校生活に支援を要する児童生徒を支援する支援員を配置する。

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

27,021

Ａ 部局評価のとおり

担当課名

判定説明
及び考察

　学校生活支援員を配置したことで、特別に支援を要する児童生徒への適切な指導や
支援を行い、教職員の負担軽減と円滑な学校運営に寄与することができた。年2回の職
員研修等を行い、特別支援教育の理解を深めるとともに、支援員の指導力向上を図っ
てきたが、今後もさらに指導力を高め事業を継続していきたい。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事業の対象 　町内小中学校児童生徒

　発達障害や語学力不足など、教育上特別な支援を要する児童生徒を指導する
教員を補助するために職員を配置し、当該児童生徒の教育課程を支援する。

事務事業名

「確かな学力」を身に付けた子どもの
育成

学校生活支援員配置事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事業コード

教育推進課

4221

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名

　○学力検査（国語・算数）・・・・全小学校第1、2、3学年
　○知的発達検査・・・・全小学校第2、5学年　中学校第1学年

総合計画の
主要施策名

「確かな学力」を身に付けた子どもの
育成

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 学力定着度調査 教育推進課

4222

平成27年度予算

金　　　額 520 523 833

事業の目的 　「確かな学力」を育成し、個性と創造力豊かな児童生徒を育成する。

事業の内容
　基礎学力の定着度調査、学習を計画的に進めるための客観的資料となる検査を
行う。

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等

　各小学校において第1、2、3学年に学力検査を実施し、児童の学習状況に応じた
指導を行うことができた。　また、各校において小学校第2、5学年及び中学校第1
学年に知的発達検査を実施し、学習を計画的に進めるための客観的資料として活
用した。

実績・成果等
（数値）

　指導計画どおり実施できた。

事
業
の
評
価

内部評価

事業コード

判定説明
及び考察

　町民の学校教育及び児童生徒の学力向上への期待は非常に大きい。本事業の実施
により、各校において児童の学習到達度及び課題を分析し、個に応じた指導に取り組
み、基礎学力の定着に力を入れてきた。今後も児童生徒の発達に応じた指導のために
この事業を実施していきたい。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

　美郷中学校3年生が秋田大学生から学習指導を受けたり、話を聞いたりすることで学
習に向かう姿勢や意識が高くなった。水に関するコンサートは、美郷フェスタ時に開催し
たこともあり、町民にも認知してもらえた。国際教養大学留学生との交流は、色々な国の
人と触れ合うことができ、子ども達にも良い刺激になった。引き続きこの事業を実施して
いきたい。秋田県立大学との連携事業では、前年度に作成したビオトープ整備工事設
計方針をもとに工事を発注し、工事施工上の助言や進捗管理等のサポートを受けた。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

　上級学校へのあこがれや学習意欲の向上、国際理解、コミュニケーション能力の
醸成が期待できる。

実績・成果等
（数値）

秋田大学・・・美郷中学校3年生との学習交流、学生による美郷フェスタでのコン
サート
秋田県立大学・・・美郷中学校の観察池をビオトープに整備した。
国際教養大学・・・3園、3小学校で留学生との交流（参加留学生延べ29名）

事
業
の
評
価

内部評価

4232

事業の目的
　秋田大学、秋田県立大学、国際教養大学と園・学校が相互交流を行うことにより、
児童生徒の上級学校へのあこがれや異文化体験による国際理解を図る。

事業の内容
　秋田大学生による水に関するコンサートの実施、秋田県立大学の協力による美
郷中学校ビオトープの整備、国際教養大学の留学生を園・学校行事に招いた国際
交流の実施、各大学への美郷中学生の訪問。

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等

担当課名

平成27年度予算

金　　　額 103 4,466 246

事業コード

　町内園・小・中学校生

総合計画の
主要施策名

個性と創造力をもつ子どもの育成

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 官学連携事業 教育総務課・教育推進課
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

　ネイティブの英語指導助手と授業や様々な活動で触れ合うことにより、児童生徒の異
文化理解が深まるとともに、コミュニケーション能力の向上に寄与している。小学校の外
国語活動が必修となり、ＡＬＴとの授業も定着してきている。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等
　児童生徒が、外国青年との授業や様々な活動で生の英語にふれることによって、
コミュニケーション能力と英語力の向上に繋がると同時に、外国の異文化への理解
と興味も深まった。

実績・成果等
（数値）

　学校へほぼ指導計画どおりの配置ができた。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 9,891 10,174 10,282

「確かな学力」を身に付けた子どもの
育成

事業の目的
　外国青年を招致し、児童生徒への外国語教育の充実と地域レベルでの国際交
流の進展を図る。

事業の内容 　ＡＬＴ２名を、町内小中学校４校に派遣する。

事業の対象 　町内小中学校児童生徒

教育推進課

事業コード 4222

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 ＡＬＴ招致事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

教育推進課

4241事業コード

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 子どもの感性・創造力育成事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

個性と創造力をもつ子どもの育成

事業の目的

・学校間の交流に加え、各分野において第一線で活躍している人達の一流の芸術を鑑賞
することにより、子どもの感性、創造力の育成を目的とする。
・陸上競技の技術、体力向上を図ると共に児童の交流を深める。
・農村部と都市部の交流を通じ、児童の豊かな人間性を育む。

事業の内容
・ドリーム体験！ほんもの講座（野村万蔵の会による狂言と劇団ひまわりによる公演）
・小学校陸上記録交流会の実施     ・都市山村子ども交流の実施
・モンゴル民話「少年と白い馬」公演

事業の対象

・ドリーム体験！ほんもの講座－狂言3小学校3～6年生、劇団ひまわり3小学校1～2年生
・小学校陸上記録交流会－（9／30実施）　3小学校5～6年生
・都市山村子ども交流の実施－千畑小学校4～6年生、東京都港区御田小学校4～6年生
・モンゴル民話「少年と白い馬」公演記念交流事業－仙南小学校

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 1,180 2,189 1,840

事業の効果等

・一流の講師を迎え講座を実施、ほんものに触れることにより子どもの感性を豊かにし、視
野をより広い世界へ向けることができた。
・陸上競技の技術、体力向上を図り児童の交流を深めることができた。
・異なる文化や価値観の存在を理解し尊重する態度や、自他の違いを認識し、互いの協力
を図りながら共に生きようとする態度が育成された。

実績・成果等
（数値）

・全ての事業を実施。
・ドリーム体験！ほんもの講座のアンケート結果、大変よかった、よかったが96.8％

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

判定説明
及び考察

・第一線で活躍している人達との交流により、子どもの視野が広がった。
・多様な直接体験を通して、児童の物の見方や考え方、感じ方が深まり、感性も豊かになった。
今後も児童の希望を考慮し、講座等の内容の充実を図りながら継続実施したい。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
感性・創造力の育成は非常に大切なので、中
学生を対象とした事業を今後検討してほしい。
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する ■ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

安全・安心メール連絡システムを導入していることで、より迅速で正確な情報を保護者
及び関係者に伝えることができている。また、このシステムと従来の見守り活動との連携
により、町全体の防犯意識が高まることが期待できる。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

防犯意識の高揚を促したことで不審者への抑止力が働き、児童生徒の安全が確保
できた。また、安全・安心メール連絡システムを町内の園・小中学校すべてに導入
しており、緊急時の連絡手段として有効に活用されている。

実績・成果等
（数値）

子ども安全集会
→11月28日開催　会員46名参加。
安全・安心メール連絡システム
→全こども園、小学校、中学校保護者の登録。

事
業
の
評
価

内部評価

4254

事業の目的
子どもたちを不審者から守り、安全な学校生活を送ることができるよう不審者対策
事業を行う。

事業の内容
児童生徒の登下校時に見守り活動を行っている隊員へステッカーを配布する。
不審者情報等を配信する安全・安心メール連絡システムを運営する。

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見
安全・安心メール連絡システムは、非常時に確
実に運用するために返信確認も含めて平素か
ら柔軟に活用する検討をしてもらいたい。

事業の効果等

教育総務課

平成27年度予算

金　　　額 438 425 493

事業コード

児童生徒・町民

総合計画の
主要施策名

小・中学校の環境整備の推進

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 不審者対策事業 担当課名
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名

30,631

事業コード

小学校児童及び教職員

総合計画の
主要施策名

小・中学校の環境整備の推進

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名            小学校施設環境整備事業
（※学校施設整備事業・防災機能強化事業を含む)

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等

教育総務課

平成27年度予算

金　　　額 178,181
89,889

内繰42,580

実績・成果等
（数値）

防災機能強化事業は、文科省の明許繰越予算で各小学校体育館の天井等落下
防止対策が完了した。その他各環境整備も計画通り実施され教育環境の充実が
図られた。

事
業
の
評
価

内部評価

4251

事業の目的
学校施設・設備の環境整備を図るとともに、より快適な学校環境を維持・整備するこ
とを目的とする。

事業の内容
各校体育館防災機能強化事業（天井落下防止等対策工事）、仙南小構内舗装補
修工事、六郷小床改修工事等の実施及び学校備品の購入

事業の対象

判定説明
及び考察

各小学校の体育館の天井落下防止対策等の防災機能強化のため、施設環境の整備
を実施した。今後は、施設の老朽化による改修等の対策が必要となる。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

学校施設整備については、児童が学校生活を安全・安心・快適に過ごすために必
要な施設環境が図られた。
学校備品購入については、教材備品等の購入により、学習環境が整備され充実し
た教育活動が図られた。
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

町内3小学校の統合が完了し、施設環境の整備を実施した。今後は、施設の老朽化に
よる改修等の対策が必要となる。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算

学校施設整備については、生徒が学校生活を安全・安心・快適に過ごすために必
要な施設環境が図られた。

実績・成果等
（数値）

防災機能強化事業は、文科省の明許繰越予算で体育館の天井落下等防止対策
が完了した。その他各環境整備も計画どおり実施され教育環境の充実が図られ
た。

事
業
の
評
価

内部評価

4251

事業の目的
学校施設・設備の環境整備を図るとともに、より快適な学校環境を維持・整備する
ことを目的とする。

事業の内容
体育館防災機能強化事業（天井落下防止等対策工事）、セミナーハウス屋根塗装
工事等の実施

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見
危険を事前に回避できるよう、今後も細部の点
検をより強化してほしい。

事業の効果等

担当課名

平成27年度予算

金　　　額 8,410
81,686

内繰65,654
-

事業コード

中学校生徒及び教職員

総合計画の
主要施策名

小・中学校の環境整備の推進

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名            中学校施設環境整備事業
（※学校施設整備事業・防災機能強化事業を含む)

教育総務課

美郷町教育委員会
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事業コード

生涯学習課担当課名事務事業名

生涯学習講座の充実

家庭教育事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4322

千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

373

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

476

Ｂ

就学時健診子育て講座では、対象となる保護者からほぼ全員参加いただき、親子
の絆の大切さ等を再確認した。思春期の心を育てる講座では、いじめ防止につい
て考える機会を高めた。子どもと親の想像力アップ講座では、親子で落語を通じて
想像力を高めた。親力アップ講演会では、子どもにとって必要な親の力、地域の子
育ての力について、再認識していただいた。

377

年度・区分

事業の効果等

子育て講座 : 千畑小健診時　33名、六郷小健診時　47名、仙南小健診時　50名
思春期講座 : 美郷中生徒510名、保護者290名
想像力アップ講座 ： 六郷小児童280名、保護者200名
　　　　　　　　　　　　　仙南小児童340名、保護者210名
親力アップ講演会 ： 49名

就学児童の保護者、小学生、中学生、その保護者、地域住民

金　　　額

子育て講座、思春期の心を育てる講座、子どもと親の想像力アップ講座、
親力アップ講演会の開催。

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

事業コード

部局評価の通り

判定説明
及び考察

保護者を対象にした家庭教育講座等は、園・学校、PTAと連携して行うことにより大きな
事業効果が認められた。親力アップ講演会については、PTAほか関係団体と連携し、
参加者の確保に努めたが少なかった。来年度は早期に連携を取り付け、PRや協力体
制を整えたい。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の対象

心豊かな子どもを育てるために家庭教育の重要性について啓蒙を図る。

生涯学習講座の充実
総合計画の
主要施策名

4322

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名

さまざまな体験学習の機会を提供し、自ら考え行動する「生きる力」を育む。地域の
方々を学校に派遣し、教育活動を支援するとともに異年齢交流を促進する。

事務事業名

生涯学習講座の充実

青少年教育事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4322事業コード

部局評価のとおり

生涯学習課

判定説明
及び考察

学校支援地域本部事業は、地域と学校の結びつきを維持するきっかけとなり、地域全
体で子どもたちを育むための取り組みが進められた。みさと世話好きマイスターの活動
により、ふるさと学習、異年齢・地域間交流による社会体験、自然に親しむ体験の充実
が図られた。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の対象 地域住民及び町内の小中学生

金　　　額

わくわくスクール、親子体験事業、学校支援地域本部事業の実施、開催

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

611

Ｂ

わくわくスクール(夏休み・冬休み)は、子供達の創造性、協調性を育む場となった。
みさと世話好きマイスターの方々の協力も得たことで、大人にとっては学んだことを
地域に還元する「知の循環」の効果もあった。親子のふれあいを目的とした親子陶
芸教室では一緒に作業をすることで、楽しさを共感できる場を提供できた。学校支
援地域本部事業では、地域の方々が学校活動に参加したことで、子供達と交流を
深める機会の拡大、学習成果の還元、地域と学校の連携強化につながった。

858

年度・区分

事業の効果等

わくわくスクール参加者：延べ21７名、親子陶芸：１７組３４名
実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

593

美郷町教育委員会
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事業コード

生涯学習課担当課名事務事業名

生涯学習講座の充実

成人教育事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4322

千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

832

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

616

Ｂ

生涯学習講座は、初心者など学習者の拡大が図られている。学習交流会の開催
により町民の交流、学習機会の増加につながっている。また、各サークルの発表の
場を設けることで、会員のやる気を喚起するとともに、町の文化振興にもつながって
いる。講座受講生による自主サークル化も進んでいる。

2,808
内繰1,216

年度・区分

事業の効果等

・生涯学習講座　シリーズ講座（8講座）：申込者131名
　※　新規４講座（民謡A・B、ひょうたん、わら細工）
　※　自主サークル化　3団体（寒天講座A・B、貯筋）

町民

金　　　額

生涯学習講座（８講座）

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

事業コード

部局評価のとおり

判定説明
及び考察

8講座のうち、新規講座として4講座を開設したことで講座内容が刷新され、受講者の拡
大が図られた。また、学習結果を自ら生かし、仲間づくりのきっかけとなる自主サークル
化も3団体あり順調に自主活動が進んでいる。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の対象

余暇を充実させ、心豊かな地域社会を創るために講座・教室・サークルの活動を奨
励する。

生涯学習講座の充実
総合計画の
主要施策名

4322

美郷町教育委員会
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担当課名事務事業名

生涯学習講座の充実

高齢者教育事業

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

4322事業コード

生涯学習課

千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

心身ともに元気で生きがいをもって暮らすために、楽しく仲間づくりができる学習や
交流の場の提供。

生涯学習講座の充実
総合計画の
主要施策名

4322事業コード

部局評価のとおり

判定説明
及び考察

学習や交流の中から生きがいを発見できるような定期講座を、毎年違ったメニューで開
催している。新規受講者が34人であり、受講者全体の24%を占めるとともに、延べ受講
者数も前年から93人（24%）増加しており、高齢者の生きがいづくりに貢献している。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事業の対象 60歳以上の町民

金　　　額

美郷いきいき大学の開催（年6回）

事業の目的

事業の内容

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

51

Ａ

美郷いきいき大学で年間通して6回中5回以上出席した方には「修了証」を授与し
ており、平成26年度は、64名の方が該当。「学士」取得者（20単位以上）は6名、「修
士」取得者（30単位以上）は５名、博士（50単位以上）は17名が誕生した。学びを通
して、健康で豊かな高齢期を送るための一助となった。

155

年度・区分

事業の効果等

平成26年度開催　　　6回　　述べ受講者数　582名　　実受講者数　143名
修了者　64名　学士取得　6名　　修士取得　5名　　博士取得　17名

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成26年度決算 平成27年度予算

116

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業コード

判定説明
及び考察

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり

地域伝統行事への参加により、伝統行事を継承するとともに、水資源に対する大切さを
学び、地域の一体感の醸成につながっている。

事業の効果等

実績・成果等
（数値）

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

地域コミュニティ活動の活性化とともに地域の一体感が醸成され、地域に誇りと郷
土への愛着をもたらした。

舟ッコ流し8/3実施、六郷のカマクラ行事2/11～2/15

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 1,480 1,264 1,436

事業の目的

事業の内容

事業の対象

地域の文化や誇りを再認識し、地域に伝えられる伝統行事・技術を継承する。

六郷の七夕まつり（舟ッコ流し）の実施、カマクラ保存会への助成

六郷地区内の18町内会

総合計画の
主要施策名

伝統行事や伝統的技術の伝承

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 伝統行事等伝承事業 担当課名 生涯学習課

4521

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する ■ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

　自衛隊コンサート後のアンケート結果では、96.1％の方から満足との回答を得た。コン
サートは定着してきており、住民の期待も高いと考えられる。野村万蔵の会公演は、当
町で始めての狂言公演であり、満足度が87.6%と高い評価となった。両イベントとも、事
業の目的を達している。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
参加者も多く、満足度も高い。レベルの高い芸
術・文化に触れる貴重な事業なので、評価を上
位に変更する。

事業の効果等
　自衛隊コンサートは、420人の入場者数となった。地域住民にレベルの高い芸術
文化にふれる機会を提供することにより、町民の芸術に対する意識の高揚につな
がった。

実績・成果等
（数値）

自衛隊コンサート　入場者数420名　　満足度96.1％
狂言　野村万蔵の会　入場者数335名　満足度87.6％

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 622 495 1,018

文化・芸術活動の推進

事業の目的 レベルの高い芸術・文化に触れる機会を創出し、芸術文化の振興を図る。

事業の内容 自衛隊音楽隊コンサート、狂言「野村万蔵の会」

事業の対象 町民

生涯学習課

事業コード 4341

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 芸術鑑賞事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業コード

町内小中高生、地域住民ほか

総合計画の
主要施策名

文化・芸術活動の推進

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 芸術文化活動事業 担当課名 生涯学習課

平成27年度予算

金　　　額 1,592 1,818 4,405

事業の目的 住民の豊かな心を養い、芸術・文化に触れる機会を創出する。

事業の内容
学友館特別展を開催することで優れた芸術・文化に触れる機会を提供し、個々の
個性と想像力を育む。

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等 住民の芸術文化意識醸成の向上が図られた。

実績・成果等
（数値）

・水輪廻Ⅱ千葉克介写真展　          8/9～10/13　667人
・第２回美郷町所蔵品展　　　　　　10/25～12/28 532人
・秋田県美術展覧会　第12回仙北地域展　     1/24～3/8　590人

事
業
の
評
価

内部評価

4341

判定説明
及び考察

郷土出身者の優れた芸術作品を鑑賞できる場の提供ができた。
町所蔵品展では、郷土に伝わった資料を多数展示するとともに、郷土の先人を紹介し
郷土史への認識が深まった。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

生涯学習課

事業コード 5411

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 成人式事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

まちづくりリーダーの育成

事業の目的
心身ともに健全な成人に達したことを祝福し、自己の責任で社会に参加しようとす
る青年を励ます。

事業の内容
成人式実行委員会の開催（成人者の成人式企画運営への参画）
成人式の開催（式典、記念映像の放映、ジャズ演奏）

事業の対象
町内3中学校卒業生及び美郷町に在住する平成5年4月2日～平成6年4月1日生ま
れの者

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 530 586 637

事業の効果等
参加者が、美郷町の良さを見直すとともに成人を迎えたことに対する意識の再確認
等につながった。

実績・成果等
（数値）

実行委員（3回実施）：委員18名
当日参加者：210名（80.2％）

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

判定説明
及び考察

成人者を祝福するだけではなく、感謝の気持ちを持つことの大切さや、個性や能力を
生かし前向きに生きること等を確認する場になっており、成人者として自覚する貴重な
機会となっている。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
新成人にとっては絶対必要で大切な事業であ
り、参加率も高いことから評価を上位に変更す
る。
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

生涯学習課

事業コード 4323

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 学習サークル支援事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

学習サークルの育成とリーダーの養成

事業の目的 生涯学習団体の学習活動を支援し、学習の活性化を図る。

事業の内容 町外研修を実施する際のバス借上げ料の一部助成

事業の対象 生涯学習団体

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 19 20 40

事業の効果等 生涯学習団体同士の交流・情報交換が活発になり、学習意欲の向上が図られた。

実績・成果等
（数値）

生涯学習団体が町外研修をする際のバス借上げ助成2件。

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

判定説明
及び考察

　生涯学習団体の交流が深まるとともに、新たな発見や質の高いものへの取り組みを目
指すよう意識が向上した。学習や研修によって培われた力が地域づくりに活かせるよ
う、今後ますます活性化を図りたい。

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

助成団体における活動の活発化と会員相互の交流が図られた。芸文協への支援によ
り、町民の芸術文化への関心が高まった。一方で、加入団体は減少傾向にあり、また会
員の高齢化も進んでいることから、会の更なる活性を図るため新規加入の増加を図る手
立て等について検討するよう団体に働きかけていく。

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等 伝統的な芸術文化の保護や芸術文化団体の活動の活発化を図られた。

実績・成果等
（数値）

芸術文化協会補助金　400千円　　かけ唄保存会補助金　72千円

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 372 472 372

芸術文化協会等の団体活動への支援

事業の目的 芸術文化協会やかけ唄保存会など、芸術文化活動団体の活動を支援する。

事業の内容 芸術文化協会、かけ唄保存会の事業に対して補助を行う。

事業の対象 芸術文化協会　かけ唄保存会

生涯学習課

事業コード 4324

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 芸術文化団体支援事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

展示や大会の開催により、受講者等の学習意欲が向上し、講座やサークル活動が活発
化した。また、「美郷の風景写真で魅力探索コンテスト」では、町の魅力の再発見や素
晴らしい風景ポイントを発信することができた。事業の目的は達成している。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等
学習成果発表の場を確保することによって、学習者自身の学習意欲の向上が図ら
れた。

実績・成果等
（数値）

美郷フェスタ文化展：出展団体31団体261人・個人出展 14人　書き初め大会参加
者：42人　魅力探索コンテスト：222点

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 589 1,056 146

生涯学習活動の発表の場の提供

事業の目的
生涯学習講座、サークル等に、楽しさややる気を起こすことを目的に、発表の場を
設けている。

事業の内容

美郷フェスタ文化展の開催。小学生から一般を対象として「書き初め大会」の開
催。町民を対象とした「囲碁将棋大会」の開催。美郷町10周年事業として「美郷の
風景写真で魅力探索コンテスト」を実施、コンテスト表彰式及び「美郷の魅力を語る
会」の開催。

事業の対象 町の生涯学習講座、サークル団体、町民

生涯学習課

事業コード 4342

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 学習成果発表事業 担当課名

総合計画の
主要施策名
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業コード

7カ月、10カ月の乳児と保護者

総合計画の
主要施策名

心と体の健全育成

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 ブックスタート事業 担当課名 生涯学習課

平成27年度予算

金　　　額 439 443 412

事業の目的
乳児と保護者が絵本を介してふれあうきっかけを作り、行政や地域に支えられなが
ら健やかに子育てできる環境を提供する。

事業の内容
町内に居住する7カ月児、10カ月児の乳児と保護者に絵本を手渡し、家庭での読
み聞かせを推進する。

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等
贈呈した絵本を読むことによって、乳児の豊かな心を育むとともに親子の絆を深め
ることにつながり、子どもの心の健全育成に寄与した。

実績・成果等
（数値）

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ

4123

判定説明
及び考察

親子で絵本を読む楽しい時間を創出し、乳児期から本に親しむことによって子どもの心
の健全育成と読書推進が図られる。

事業の
方向性

優れた取組が多く、十分成果が上がっている

乳児122人に絵本を手渡した。

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業コード

指定文化財、文化財保護審議会、文化財保護協会

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 文化財保護事業 担当課名 生涯学習課

平成27年度予算

金　　　額 5,428 4,327 5,287

事業の目的
町内の史跡等重要なものについて、その保存及び活用のため必要な措置を講じ、
郷土の歴史や文化について学ぶ場所を提供する。

事業の内容
町内の史跡等の維持管理、坂本東嶽邸収蔵品修復処理、文化財保護に関する啓
発

事業の対象

外部評価 Ａ 評価委員意見
事後報告などで全町民が興味を持てるような
フォローをお願いしたい。

事業の効果等
史跡や歴史資料の修復を行うことで、町の歴史について学習できる貴重な文化財
を後世に継承することができた。文化財保護団体に補助金を交付し、文化財保護
の啓発が図られた。

実績・成果等
（数値）

文化財保護審議会開催（1回）、坂本東嶽邸所蔵品保存修復処理（2件）、
町内の指定文化財の管理、文化財保存事業費補助金（県指定文化財、1件）

事
業
の
評
価

内部評価

4513

判定説明
及び考察

文化財を維持管理・保存し次世代に伝えていくことで、郷土の歴史や文化に対する理
解が深められている。

事業の
方向性

Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

事業の効果等

実績・成果等
（数値）

平成26年度決算 平成27年度予算

790金　　　額

教室に参加することにより、仲間づくりや交流が多く図られ、健康増進以外でも効
果があった。

○ニュースポーツ教室（ユニカール・ラージボール卓球・ミニテニスほか）
　　　　　　　　　　　　　　65回開催　　767名参加
○屋外ウォーキング　4月～11月　町内6回開催　町外13回開催　延べ435名参加
○屋内ウォーキング　4月～  3月　48回開催　　938名参加

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成25年度決算

788

Ａ 部局評価のとおり

790

年度・区分

事　業　費

事業の目的

事業の内容

生涯学習課

事業コード 4422

事業の対象 全町民

誰でもが気軽に楽しく親しむことができるニュースポーツを行うことによって、体力づ
くり、健康づくりを推進し、心身の健康増進につながる。

ニュースポーツ教室を開催する。（美郷町総合型スポーツクラブ委託事業）

判定説明
及び考察

ウォーキング教室は、まちづくり戦略プロジェクト事業（水辺めぐりウォーキング）として実
施。町内の魅力探索と同時に健康維持に資している。屋内ウォーキングは、冬場の運
動不足解消のため人気のある教室になってきた。定着している参加者を減らさないよう
にする必要がある。

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事務事業名

生涯スポーツの充実

ニュースポーツ教室事業費

総合計画の
主要施策名

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

担当課名
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

担当課名 生涯学習課

事業コード 4423

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 冬期スポーツ教室事業

総合計画の
主要施策名

生涯スポーツの充実

事業の目的
冬場における運動不足解消と健康増進を図るため、スキー技術等の普及と推進を
図る。

事業の内容 スキー教室を開催する。

事業の対象 小学校低学年（1年生～3年生）

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 102 103 196

事業の効果等 冬期スポーツの普及として目的は達成されている。

実績・成果等
（数値）

後三年スキー場　1/10～1/12（3日間）　　75名（延べ217名）

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

判定説明
及び考察

毎年多数の参加希望があり好評を得ている。
町内のスキークラブ及びボランティアの協力で、スキーに携わり健康増進やコミュニティ
の形成にも役立ち、冬期スポーツを楽しむ事業を展開できている。半面、スキー指導者
の高齢化等から指導員の減少が懸念されるが、引き続き継続すべきと思われる。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
スキー教室の指導者を確保し、参加枠の拡大
をお願いしたい。
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 達成できている □ おおむね達成できている □ 達成できていない

■ さらに重点化する □ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

スポーツ少年団の活動はいずれも活発に行われている。各単位団の活躍も目覚ましく
各種大会で好成績を収めている。一方、活動の過熱化も県内で懸念されており、当町
では本部会議等で喚起し、指導方法について万全を期するとともに、単位団の活動を
支えながら引き続き青少年の健全育成に努める。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

事
業
の
評
価

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

少年スポーツ活動の基盤づくりと健全育成に寄与した。

スポーツ少年団　25団体　480名が団員登録
選手派遣費補助　7団体　9大会へ助成（サッカー、ミニバス、バレー、空手道、
相撲、野球）

事業の効果等

実績・成果等
（数値）

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 2,777 2,207 3,010

スポーツ団体等の育成と支援

事業の目的
スポーツ少年団等の活動を通じて、スポーツにおけるルールや社会性を育て、青
少年の健全育成を図る。

事業の内容
スポーツ少年団に対する育成費と上位大会進出者に対し、団、団員（選抜）等に派
遣費や遠征費等の経費を助成する。

事業の対象 スポーツ少年団及び団員

生涯学習課

事業コード 4432

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 少年スポーツ振興事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

美郷町教育委員会
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

■ 十分必要である □ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する ■ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

判定説明
及び考察

町民体育大会は、地域の連帯感と世代間交流が図られている。しかし、協会により開催実績に差
が見受けられることや、全ての年代層への運動機会への提供には至っていないようだ。
チャレンジ健康マラソンは、次第に参加者が増えつつあり、趣旨が定着してきているため継続が
妥当と判断される。
駅伝大会は毎年の開催で定着しているため、継続する必要がある。

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり

事業の効果等 健康づくりのため町民にスポーツを楽しむ機会の創出が図られた。

実績・成果等
（数値）

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

チャレンジ健康マラソン

中学校新人駅伝大会

町民スポーツ大会

事業の対象 全町民、大仙仙北美郷の中学生

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 2,473 2,583

総合計画の
主要施策名

生涯スポーツの充実

事業の目的
町民へ様々な運動との出会いの機会を提供することで、交流機会を創出して、コ
ミュニティの醸成と運動意識の向上を図る。

事業の内容
チャレンジ健康マラソン、ユニカール大会の開催に加え、14種目の町民大会を体
育協会に委託し開催。

事業コード 4421

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 町民スポーツ大会事業 担当課名 生涯学習課

2,922

９/６（土）開催　６kmコース、３kmコース　合計９７名参加

10/1５（水）開催　男子、女子共に１６校　１８チームが参加

ユニカール大会（３/７　２１チーム　６３名）

バスケット・バレー・卓球・山岳・グラウンドゴルフ・マレットゴルフ・バドミントン・
テニス・サッカー・ゲートボール・相撲・パークゴルフ・スキー・野球の各協会が
町民大会を開催した。２,１９７人参加
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千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要があるか。）

□ 十分必要である ■ おおむね必要である □ あまり必要でない

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ おおむね寄与する □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ おおむねできている □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 達成できている ■ おおむね達成できている □ 達成できていない

□ さらに重点化する ■ 見直しのうえ継続する □ 事業の縮小を検討する

□ 休止、廃止を検討する

生涯学習課

事業コード 4431

平成２６年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 スポーツ普及活動支援事業 担当課名

総合計画の
主要施策名

スポーツ団体等の育成と支援

事業の目的 スポーツの普及と定着化を進めるために、活動の核となる体育協会等を育成する。

事業の内容 町体育協会の運営、育成、バス遠征費を助成する。

事業の対象 町体育協会、各スポーツ活動団体

事　業　費
年度・区分 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度予算

金　　　額 822 832 853

事
業
の
評
価

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

実績・成果等
（数値）

事業の効果等
生涯スポーツ振興のために重要な役割を担っている。
しかし、助成している各単体協によっては、その組織力に差が見受けられる。引き
続き底辺拡大に努めたい。

体育協会を通して、19の単体協に育成費の助成を行った。

判定説明
及び考察

スポーツ人口は減少傾向にある。生涯スポーツとして活動を続けていくためには、活動
基盤を維持できる対策が必要であり支援を必要としているため継続する。

事業の
方向性

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり
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